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昭和 19年製 戦時統制下で作られた五月人形 

昭和 19 年に初節句を迎えた男の子のために用意された五月人形です。「日本玩具統制協会」の印が貼ら

れています。日本玩具統制協会とは、金属類の使用が禁止された戦時中に、玩具の素材を査定し、資材の

配給を行っていました。当時の玩具の多くには、日本玩具統制協会の査定に合格した証紙が貼られてい

ます。五月人形も統制の対象の玩具として扱われていたようです。様々な統制が行われる中でも，子供

の健やかな成長を願い，五月人形を誂えた親族の思いや，限られた素材で人形の制作に挑んだ職人の姿

などが思い起こされます。6月まで庄野宿資料館で展示しています。 
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特
集 

安
政
大
地
震
の
爪
痕➀

 
  

嘉
永
七
年
（
十
一
月
二
十
七
日
安
政
と
改
元
・
一
八
五

四
）
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
幕
末
の
僅
か
な
間
に

日
本
列
島
は
、
四
度
も
の
巨
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
総
称
し
て
「
安
政
大
地
震
」
と
呼
び
ま
す
。
左
記

は
各
地
震
の
呼
称
と
年
月
日
、
震
源
地
と
地
震
規
模
で
す
。 

 

① 

安
政
伊
賀 

嘉
永
七
年
六
月
十
五
日 

 

木
津
川
断
層 

Ｍ
７
・
２ 

② 

同 

東
海 

同
年 

 

十
一
月
四
日 

 

遠
州
灘 

 
 

Ｍ
８
・
４ 

③ 

同 

南
海 

同
年 

 

十
一
月
五
日 

 

土
佐
沖 

 
 

Ｍ
８
・
４ 

④ 

同 

江
戸 

安
政
二
年
十
月
二
日 

 
 

江
戸
川
河
口 

Ｍ
６
・
９ 

 

今
回
は
、
伊
勢
国
北
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

最
も
多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
安
政
伊
賀
地
震
に

つ
い
て
詳
し
く
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

こ
の
地
震
は
、
本
震
前
々
日
の
六
月
十
三
日
に
前
震
に

よ
る
液
状
化
現
象
（
固
結
し
て
い
な
い
地
層
が
、
振
動
で

急
激
に
流
動
し
て
地
盤
が
沈
下
し
、
建
造
物
に
大
き
な
被

害
が
発
生
す
る
）
が
起
き
、
十
五
日
深
夜
に
古
今
未
曾
有

の
大
震
災
が
起
き
た
後
、
余
震
が
約
一
ヶ
月
も
続
く
群
発

地
震
と
な
り
ま
し
た
（
『
三
重
県
史
通
史
編 

近
世
１
』）
。 

 

                           

『
葉
田
家
文
書
』（
亀
山
藩
領
・
鈴
鹿
郡
長
沢
村
）
よ
り 

 

亀
山
城
は
、
鎌
倉
中
期
の
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
以

来
、
関
氏
代
々
の
居
城
で
し
た
。
そ
の
後
、
安
土
桃
山
時

代
の
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
・
岡

本
良
勝
（
宗そ

う

憲け
ん

）
が
こ
れ
を
廃
し
、
本
丸
・
二
ノ
丸
・
三

ノ
丸
を
整
備
し
築
城
し
ま
す
が
、
江
戸
前
期
の
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）、
あ
ろ
う
事
か
、
幕
府
か
ら
丹
波
亀
山
城
の

修
築
を
命
じ
ら
れ
た
堀
尾
忠
晴
が
間
違
え
て
天
守
閣
を

解
体
す
る
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
、
同
十
三
年
に
城
主

と
な
っ
た
本
多
俊
次
が
大
修
築
し
、
白
い
城
壁
が
連
な
る

景
観
か
ら
「
粉
蝶
城
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
安
政
伊
賀
地

震
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
十
代
藩
主
・
石
川

い
し
か
わ

総
禄

ふ
さ
よ
し

の
時
で
す
。 

写
真
は
、
十
八
世
紀
半
ば
の
亀
山
城
と
城
下
町
の
絵
図

（
№
３
９ 

＊
１
）
で
す
。
亀
山
は
、
城
下
町
で
あ
る
と

共
に
東
海
道
の
宿
駅
が
置
か
れ
た
宿
場
町
で
あ
り
、
さ
ら

に
亀
山
宿
茶
屋
町
（
現
本
町
）
は
、
幕
府
が
政
情
視
察
の

た
め
に
派
遣
し
た
巡
見
使
が
通
る
「
巡
見
街
道
」
の
起
点

で
も
あ
り
ま
し
た
（
＊
２
） 

次
の
『
当
六
月
地
震
ニ
付
破
損
所
書
』（
№
１
５ 

写
真

は
表
紙
）
は
、
先
ず
①
で
亀
山
城
の
潰
滅
的
な
被
害
を
、

②
で
領
内
全
体
の
被
害
を
記
し
、
さ
ら
に
欄
外
（
長
方
形

で
囲
ん
だ
所
）
に
は
、
冒
頭
の
安
政
東
海
地
震
に
よ
る
被

害
の
拡
大
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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         ① 

「
一 

天
守
台
石
垣
破
損
、 

一 

櫓
幷

門
櫓
弐
拾
弐
ヶ
所
潰
幷

半
潰
・
大
破
、 

一 

厩
三
棟
潰
幷

半
潰
、 

一 

門
拾
弐
ヶ
所
潰
幷

半
潰
・
破
損
、 

一 

番
所
拾
六
ヶ
所
潰
幷

半
潰
・
破
損
、 

一 

米
蔵
五
棟
半
潰
幷

破
損
、 

一 

二
ノ
丸
住
居
不
残
大
破
、
奥
向
半
潰
、 

一 

土
蔵
幷

物
置
、
拾
八
ヶ
所
半
潰
、 

一 

客
屋
幷

中
間
小
屋
五
棟
半
潰
、 

一 

文
武
稽
古
所
幷

諸
役
所
共
弐
拾
七
ヶ
所
潰
幷

半
潰
・
破
損
、 

一 

惣
塀
凡
五
分
通
潰
、
四
分
通
半
潰
、
外
瓦
・

壁
落
石
垣
損
数
ヶ
所
、 

一 

城
内
外
土
居
響
シ
破
れ
、
地
面
下
り
石
垣
損

シ
数
ヶ
所
、」 

 

② 

「
一 

惣
家
中
、
凡
五
分
通
潰
幷

半
潰
三
分
通
大
破
損
、 

 
 

 
 

 

外
、
土
蔵
・
物
置
・
塀
数
ヶ
所
潰
幷

破
損
、 

一 

領
内
村
々
住
居
家
、
凡
五
分
通
潰
幷

半
潰
、
四
、 

 
 

（
付
札
）
弐
百
三
拾
軒
、
十
一
月
四
日
地
震 

 
 

 
 

 

外
土
蔵
・
物
置
幷

塀
・
石
垣
数
ヶ
所
潰
破
損
、 

一 

領
内
寺
社
破
損
、
凡
六
分
通
潰
幷

半
潰
、
弐
分

通
破
損
、 

 

（
付
札
）
此
分
弐
拾
ヶ
所
、
右
同
断
、 

 
 

 
 

 

外
ニ
土
蔵
・
物
置
・
塀
数
ヶ
所
潰
破
損
、 

（
付
札
）
此
分
十
一
月
四
日
地
震
ニ
付
増
、 

一 

怪
我
人 

五
拾
弐
人 

一 

死
人 

 

三
拾
八
人 

一 

田
畑
損
地
凡
壱
分
五
厘 

 
 

 
 

 
 

 
 

外 

 
 

 
 

 

橋
落
溜
池
崩
、
井
溝
崩
、
土
手
崩
、
堤
崩
、
往

還
道
損
シ
、
堰
落
、
山
崩
作
道
損
シ
夥

敷

お
び
た
だ
し
く

御
座
候
、
此
入
用
金
凡
五
千
両
程
、 

 

（
付
札
）
十
一
月
四
日
右
同
断
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
〆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

な
お
、
両
度
に
亘
っ
て
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
鈴
鹿
郡

長
沢
村
に
は
、
嘉
永
七
年
十
月
及
び
翌
安
政
二
年
四
月
の

『
大
井
溝
寄
夫
御
普
請
奉
願
候
帳
』
合
本
（
『
羽
田
家
文
書
』

№
１
６
０
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
稿
を
改
め
て
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 （
＊
１
）
絵
図
中
央
に
本
丸
・
二
ノ
丸
・
東
三
ノ
丸
が
あ

り
、
左
下
「
岡
本
下
野
守
宗
憲
」
の
項
に
「
同
（
天
正
）

十
七
年
、
亀
山
之
城
本
丸
・
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
、
且
殿
主

ヲ
建
ル
、
其
節
、
大
手
東
向
キ
、
青
木
門
ハ
南
向
、
黒
門

者
北
向
ナ
リ
、
十
ヶ
年
居
住
ス
、」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

（
＊
２
）
亀
山
か
ら
鈴
鹿
山
脈
に
並
行
し
て
北
上
し
、

美
濃
国
関
ヶ
原
に
至
る
街
道
（
現
在
の
国
道
三
〇
六
号

線
）
で
、
伊
能

い

の

う

忠た
だ

敬た
か

も
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
三

月
、
西
日
本
測
量
の
帰
途
、
巡
見
街
道
を
通
っ
て
い
る

（『
鈴
鹿
市
史
』
第
二
巻
第
二
章
第
八
節
）。
全
国
の
幕

府
領
や
私
領
の
支
配
の
実
情
を
視
察
す
る
巡
見
使
は
、

五
代
将
軍
綱
吉
以
降
十
二
代
将
軍
家
慶
迄
、
将
軍
の
代

替
わ
り
ご
と
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
送
迎
や
接
待
は

村
方
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
。 

 

『
服
部
家
文
書
』（
津
藩
領
・
河
曲
郡
肥
田
村
）
よ
り 

  

本
章
で
ご
紹
介
し
ま
す
『
六
月
十
五
日
暁
大
地
震 

破

損
目
録
』（
№
４
８
３─

１
）
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
、
津
藩
肥
田
組
の
大
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
服
部
庄
右

衛
門
（
第
十
三
号
参
照
）
が
、
玉
垣
村
・
土
師

は

ぜ

村
・
肥
田

村
・
須
賀
村
・
中
戸
村
・
池
田
村
（
以
上
河
曲
郡
）
、
貝
塚

村
・
河
原
田
村
・
松
本
村
・
寺
方
村
・
平
尾
村
・
佐
倉
村
・

桜
一
色
村
・
江
村
・
赤
水
村
・
海
老
原
村
・
山
之
一
色
村
・

東
阪
部
村
（
以
上
三
重
郡
）
の
破
損
目
録
を
合
冊
、
集
計

し
た
物
で
す
。
写
真
は
袋
と
本
文
の
一
部
で
、
集
計
の
際

に
付
さ
れ
た
朱
点
と
丸
印
が
あ
り
ま
す
。 
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（
表
紙
） 

 
 

 
 

嘉
永
七
寅

年 

 

六
月
十
五
日
暁
大
地
震
破
損
目
録 

 
 

村
々
ゟ
取
集
、
惣
目
録
を
付 

 
 

合
帳
壱
冊
、
外
ニ
目
録
計
壱
通 

肥
田
組 

 
 

添
差
上
候
事
、 

 
 

合
帳
も
別
目
録
も
平
綴
上
書
認
遣
ス
、 

そ
れ
で
は
次
の
二
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
肥
田
組
全
体

の
被
害
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

➀
潰
は
、
天
井
あ
る
い
は
屋
根
の
一
部
が
地
面
に
つ
い

て
「
伏
屋

ふ

し

や

」
の
状
態
に
な
っ
た
も
の
を
意
味
し
、
半
壊
・

破
は
現
代
の
「
全
壊
」（
一
度
完
全
に
壊
さ
な
い
と
修
復
出

来
な
い
家
）
の
場
合
も
あ
り
得
る
。
②
全
壊
家
屋
５
％
以

下
を
震
度
５
強
、
６
～
２
０
％
を
６
弱
、
２
１
～
７
０
％

を
６
強
、
７
１
％
以
上
を
７
と
す
る
。（『
安
政
東
海
地
震
・

安
政
南
海
地
震
報
告
書
』（
平
成
十
七
年
三
月
）
所
収
「
古

文
書
記
載
か
ら
の
震
度
の
推
定
」
よ
り
） 

 「 
 

六
月
十
五
日
暁
大
地
震
ニ
付
、
破
損
目
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

肥
田
組 

一 

潰
家 

 
 

 
 

八
拾
弐
軒 

一 
半
潰
家 

 
 

 

百
三
拾
八
軒 

一 

圧
死
人 

 
 

 

拾
壱
人 

 
 

 

内
男
五
人

女
六
人 

一 

怪
我
人 

 
 

 

拾
七
人 

 
 

 

内
男
七
人

女
拾
人 

一 

潰
土
蔵 

 
 

 

弐
拾
四
ヶ
所 

一 

半
潰
土
蔵 

 
 

四
拾
壱
ヶ
所 

一 

潰
物
置
蔵 

 
 

拾
ヶ
所 

一 

半
潰
物
置
蔵 

 

四
ヶ
所 

一 

潰
小
家 

 
 

 

五
拾
九
軒 

一 

半
潰
小
家 

 
 

五
拾
七
軒 

一 

ゆ
り
傾
キ
家 

 

百
三
拾
五
軒 

一 

同
小
家 

 
 

 

六
拾
八
軒 

一 

潰
味
噌
蔵 

 
 

四
ヶ
所 

一 

潰
酒
造
蔵 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

半
潰
酒
造
蔵 

 

三
ヶ
所 

一 

潰
井
戸
屋
形 

 

四
ヶ
所 

一 

潰
雪
隠

せ
っ
ち
ん

（
便
所
）
百
拾
壱
ヶ
所 

一 

半
潰
雪
隠 

 
 

五
ヶ
所 

一 

庇
落 

 
 

 
 

三
拾
弐
ヶ
所 

一 

潰
本
堂 

 
 

 

三
ヶ
寺 

一 

半
潰
本
堂 

 
 

三
ヶ
寺 

一 

潰
聖
天
堂 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

潰
地
蔵
堂 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

潰
道
場 

 
 

 

弐
ヶ
所 

一 

半
潰
後
堂 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

潰
門 

 
 

 
 

三
ヶ
所 

一 

潰
廊
下 

 
 

 

壱
ヶ
所 

一 

半
潰
廊
下 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

潰
塀 

 
 

 
 

百
七
拾
九
間 

一 

潰
鐘
つ
き
堂 

 

壱
ヶ
所 

一 

潰
庫
裏 

 
 

 

壱
軒 

一 

半
潰
庫
裏 

 
 

壱
軒 

一 

潰
社 

 
 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

石
燈
籠
落 

 
 

四
基 

一 

堤
欠
ヶ
所
合
長
六
百
拾
三
間
（
約
１
・
１
㎞
） 

 
 

 
 

往
還
道
田
畑
川
欠
ヶ
共 

一 

堤
道
ゆ
り
割
れ
合
長
千
百
弐
拾
四
間
（
約
２
㎞
） 
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一 

半
潰
用
水
尺
八
筒
壱
ヶ
所 

 
 

 

但
、
他
領
立
会 

一 
橋
落 

 
 

 
 

拾
七
ヶ
所 

 
 

 
内 

拾
三
ヶ
所 

土
橋

四
ヶ
所 

石
橋 

一 

本
田 で

ん

苗
（
稲
を
植
え
つ
け
る
田
）
ゆ
り
込
凡
壱
町
五

反
（
計
１
５
反
。
４
５
０
０
坪
） 

一 

牛
馬
怪
我
等
無
御
座
候
、 

 
 

 

〆 

 
 

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、 

 
 

 

寅

六
月 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
庄
右
衛
門 

 

」 

 

さ
ら
に
、
左
記
の
『
六
月
十
五
日
暁
大
地
震
破
損
之
模

様
書
上
候
後
、
再
度
破
損
目
録
』（
六
月
廿
九
日
付 

№
４

８
３─

３
）
を
見
ま
す
と
、
打
ち
続
く
余
震
の
た
め
、
傍

線
の
建
物
に
追
加
の
被
害
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 「
一 

潰
家 

 
 

 
 

壱
軒 

 

一 

半
潰
家 

 
 

 

三
拾
壱
軒 

一 

半
潰
小
家 

 
 

拾
八
軒 

 

一 

潰
・
半
潰
雪
隠 

七
ヶ
所 

 

」 

  

以
下
、
各
村
役
人
が
服
部
庄
右
衛
門
宛
に
報
告
し
た
破

損
目
録
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
掲
二
冊
及
び
『
肥
田
組
各

村
・
寺
院
か
ら
の
被
害
届
綴
じ
合
せ
』
（
№
４
８
３─

２
）

を
照
合
し
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

「 
 

六
月
十
五
日
暁
丑
上
刻
（
午
前
一
時
～
一
時
四
十

分 

＊
３
）
過
大
地
震
ニ
付
、
破
損
目
録 

玉
垣
村 

一 

潰
家 

 
 

拾
軒 

 

一 

半
潰
家 

 

拾
七
軒 

一 

半
潰
後
堂 

壱
ヶ
所 

一 

潰
門 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

半
潰
廊
下 

壱
ヶ
所 

一 

潰
味
噌
蔵 

四
ヶ
所 

一 

半
潰
酒
造
蔵
壱
ヶ
所 

一 

潰
物
置
蔵 

拾
ヶ
所 

一 

半
潰
物
置
蔵
四
ヶ
所 

一 

潰
井
戸
屋
形
四
ヶ
所 

一 

潰
塀
拾
四
ヶ
所
合
長
七
拾
四
間
（
約
１
３
３
ｍ
） 

一 

潰
雪
隠 

 

拾
九
ヶ
所 

一 

圧
死
人 

 

壱
人
女 

一 
怪
我
人 

 

弐
人
内

男
壱
人

女
壱
人 

一 

牛
馬
怪
我
無
御
座
候
、 

 
 

 

〆 

 
 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

玉
垣
村
年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
五
郎 

（
印
） 

 
 

 

寅

六
月
十
六
日 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
八
郎
兵
衛
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
庄
屋
加
談 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

喜
惣
兵
衛
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

玉
置
勘
左
衛
門
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
田
源
七 

 

（
印
） 

」 

玉
垣
村
に
関
し
て
は
、
大
量
の
破
損
追
加
目
録
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
六
月
十
七
日
付
で
、
怪
我
の
様
子
を
具
体
的
に

記
し
、 

「
潰
家
ニ
相
成
申
候
、
怪
我
人

腰
を
打
、
立
居

出
来
不
申
候
、 

 
 

忠
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
四
十
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
内
四
人 

 

潰
家
ニ
相
成
申
候
、
怪
我
人

足
之
甲
を
打
、

足
立
不
申
候
、 

 
 

甚
六
娘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
内
五
人 

 
 

 
 

 

〆
弐
人
内

男
壱
人

女
壱
人 

 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

次
に
六
月
十
九
日
付
で
、
後
堂
・
門
・
廊
下
の
破
損
を
詳

述
し
、 

「
一 

高
田
門
徒
（
浄
土
真
宗
高
田
派
）
正
信
寺 

 
 

 
 

 

後
堂 

 

梁
七
尺
（
約
２
・
１
ｍ
） 

 
 

 
 

 

高
塀
長
合
弐
拾
弐
間
（
約
３
９
・
６
ｍ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
村 

 

一 

高
田
門
徒 

 
 

 
 

 
 

 
 

蓮
花
寺 

 
 

 
 

 

廊
下 

 

梁
弐
間
半
（
約
４
・
５
ｍ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桁
拾
壱
間
半
（
約
２
０
・
７
ｍ
） 

 
 

 
 

 

門 
 

 

弐
間
（
約
３
・
６
ｍ
）
通
り 

 
 

 
 

 

高
塀
長
合
弐
拾
五
間
半
（
約
４
５
・
９
ｍ
） 

」 

さ
ら
に
同
日
付
で
、
被
害
の
増
加
を
届
け
出
て
い
ま
す
。 

「
去
ル
十
五
日
後
、
日
々
震
動
、
且
白
雨
（
＊
４
）
等
ニ
而
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下
地
相
弛
ミ
候
故
哉 や

、
昨
十
八
日
迄
追
々
破
損

目
録 

 

一 
半
潰
家 

 
 

弐
拾
八
軒 

 

一 

半
潰
小
屋 

 

五
ヶ
所 

 

一 

潰
半
潰
雪
隠 

七
ヶ
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

次
の
土
師

は

ぜ

村
は
、
郷
蔵
（
年
貢
米
の
保
管
や
凶
作
飢
饉

に
備
え
る
共
同
の
穀
物
倉
庫
）
の
大
破
と
い
う
惨
事
に
見

舞
わ
れ
る
も
、
こ
れ
を
機
に
宿
願
の
場
所
替
え
を
願
い
出

て
い
ま
す
。 

「 
 

六
月
十
四
日
夜
地
震
ニ
付
、
破
損
目
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
師
村 

一 

潰
家 

 
 

 

三
軒 

 

一 

半
潰
家 

 
 

拾
壱
軒 

一 

潰
聖
天
堂 

 

壱 
 

 

一 

同
地
蔵
堂 

 

壱 
 

 

一 

同
道
場 

 
 

弐
ヶ
所 

一 

潰
小
屋 

 
 

五
軒 

 

一 

半
潰
小
屋 

 

七
軒 

 

一 

潰
土
蔵 

 
 

弐
ヶ
所 

一 

半
潰
土
蔵 

 

八
ヶ
所 

一 

潰
酒
造
蔵 

 

壱
ヶ
所 

一 

半
潰
酒
造
蔵 

弐
ヶ
所 

一 

倒
れ
塀 

 
 

三
拾
間
（
約
５
４
ｍ
） 

一 

庇
落 

 
 

 

三
ヶ
所 

一 

潰
雪
隠 

 
 

拾
ヶ
所 

一 

堤
道
ゆ
り
わ
れ
合
長
四
拾
三
間
（
約
７
７
・
４
ｍ
） 

一 

人
・
牛
馬
怪
我
等
無
御
座
候
、 

 
 

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

土
師
村
年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
兵
衛 

（
印
） 

 
 

 

寅

六
月 

 
  

 
 

同
庄
屋
加
談 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

清
助 

 

（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栄
吉 

 

（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
右
衛
門
（
印
） 

」 

「
一 

郷
蔵 

壱
ヶ
所 

 
 

 
 

梁 

弐
間
（
約
３
・
６
ｍ
） 

 
 

 
 

桁 

五
間
（
約
９
ｍ
） 

 
 

 
 

但
、
三
尺
（
約
９
０
㎝
）
ニ
三
間
半
（
約
６
・

３
ｍ
）
庇
付
、 

 
 

 
右
郷
蔵
之
義
、
年
久
敷
相
立
柱
・
土
台
等
朽 く

ち

居 お
り

、
近

来
所
々
取
繕
ひ
仕
来
申
候
、
然
ル
所
、
六
月
十
四

日
夜
之
大
地
震
ニ
而

大
破
ニ
及
ひ
、
最
早
取
繕
ひ
も

出
来
兼
候
様
ニ
相
成
申
候
、
尤
右
郷
蔵
、
里
中
ゟ
者

西
寄
ニ
御
座
候
而

、
東
寄
之
人
家
ゟ
ハ
凡
六
丁
（
＝

町
・
約
６
５
４
ｍ
）
余
も
相
隔
テ
、
冬
分
短
日
之

時
節
、
東
寄
ゟ
御
年
貢
米
持
運
ひ
候
義
、
甚
タ
難
渋

仕
候
ニ
付
、
近
来
場
所
替
之
義
、
毎
々
願
出
居
候

義
ニ
御
座
候
、
何
卒
立
替
仕
候
様
被
為
仰
付
被
下

候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
則
大
工
呼
寄
為 み

見
積

つ
も
ら
せ

、

尚
左
官
・
瓦
屋
積
り
書
共
、
別
紙
帳
面
差
上
申
候
、

尤
古
木
・
瓦
共
用
立
候
分
者
可
成

な
る
べ
く

丈 だ
け

相
用
ひ
可
申

候
間
、
乍
恐
願
之
通
御
聞
届
被
成
下
候
様
奉
願
上

候
、 

 
 

 
 

 
 

」 

ま
た
、
六
月
十
七
日
付
で
次
の
破
損
目
録
も
出
し
て
い
ま

す
。 

「
真
言
律
宗 

 

一 

聖
天
堂 

 
 

壱
荢

（
宇
） 

 
 

福
善
寺 

 
 

 
 

但
、
桁
行
四
間
半
（
約
８
・
１
ｍ
） 

 
 

 
 

 
 

梁
行
弐
間
半
（
約
４
・
５
ｍ
） 

 

同 一 

地
蔵
堂 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
寺 

 
 

 
 

但
、
弐
間
四
面
（
約
３
・
６
ｍ
） 

 
 

 
 

 
 

南
西
ニ
三
尺
（
約
９
０
㎝
）
之
庇 ひ

さ

し
付
、

高
田
門
徒 

 

一 

道
場 

 
 

 

壱
ヶ
所 

 
 

 
 

但
、
桁
行
五
間
（
約
９
ｍ
） 

 
 

 
 

 
 

梁
行
五
間
半
（
約
９
・
９
ｍ
） 

高
田
門
徒 

 

一 

同 
 

 
 

 

壱
ヶ
所 

 
 

 
 

但
、
三
間
四
面（
約
５
・
４
ｍ
） 

 
 

 
 

 
 

」 

 

貝
塚
・
河
原
田
・
平
尾
・
桜
一
色
村
も
寺
院
破
損
目
録

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
松
本
村
は
六
月
十
七
日
・
閏
七
月
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二
十
日
の
二
度
に
亘
っ
て
、
唯
一
の
神
社
再
建
を
願
い
出

て
い
ま
す
（
左
記
）。 

「
六
月
十
四
日
夜
丑
中
刻
（
午
前
一
時
四
十
分
～
二
時
二

十
分
）
過
頃
地
震
ニ
付
、
破
損
目
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本
村 

一 

潰
社 

 
 

壱
ヶ
所 

一 

潰
小
屋 

 

弐
軒 

 

一 

半
潰
小
屋 

壱
軒 

 

一 

潰
雪
隠 

 

三
ヶ
所 

一 

橋
落 

 
 

壱
ヶ
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
石
橋 

一 

人
・
牛
馬
怪
我
等
無
御
座
候
、 

 
 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本
村
年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
蔵 

（
印
） 

 
 

 

寅

六
月 

 
  

 
 

 
 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

儀
大
夫
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
山
宗
七 

（
印
）」 

 

一 

社
壱
ヶ
所 

 
 

 
 

但
、

桁
行
三
間

梁
行
弐
間 

瓦
葺
礎 

右
之
通
、
当
村
氏
神
牛
頭

ご

ず

天
王

て
ん
の
う

、
去
ル
十
四
日
夜
地
震
ニ

而

潰
候
故
、
破
損
目
録
被
申
上
候
ニ
付
、
乍 

恐
此
段
御
訴

申
上
候
、
以
上
、 

」 

「
一 

氏
神
社
御
屋

（

宮

）

壱
ヶ
所 

 
 

 
 

 

但
、

桁
行
三
間

梁
行
弐
間 

 
 

右
者
、
去
ル
六
月
十
四
日
夜
之
大
地
震
ニ
而

潰
候
ニ
付
、

其
節
御
訴
申
上
置
候
、
然
ル
処
、
村
方
氏
神
之
義
ニ
付
、
社

内
之
松
木
弐
三
本
伐
取
売
払
候
而

、
右
代
金
を
以
已
前
之
通

再
建
仕
度
旨
、
村
方
一
統
申
出
候
ニ
付
、
此
段
奉
願
上
候
、

乍
恐
御
聞
届
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
、
」 

 

最
後
に
ご
紹
介
し
ま
す
赤
水

あ

こ

ず

村
は
、
先
述
の
玉
垣
村
同

様
負
傷
者
の
詳
述
に
よ
り
、
大
黒
柱
の
伊
右
衛
門
が
最
も

重
体
で
あ
る
事
が
窺
え
ま
す
。 

「 
 

六
月
十
四
日
夜
地
震
ニ
付
、
破
損
目
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
水
村 

 
 

 
 

 
 

 
一 

潰
家 

 
 

 
 

壱
軒 

 
一 

怪
我
人 

 
 

 

弐
人 

 
 

 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
其
外
死
人
・
川
除
堤
・
切
所

せ
っ
し
ょ

（
山
道
な
ど
の
通
行
困
難
な
所
）・
橋
落
・
山
落
・

牛
馬
怪
我
等
一
切
無
御
座
候
、 

 
 

 

右
御
案
内
申
上
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 

寅

六
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
水
村

年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

権
右
衛
門
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

木
村
新
十
郎
（
印
） 

 
 

 

服
部
庄
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 
 

」 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
四
十
八 

一 

潰
家
本
家
壱
軒 

 
 

 

怪
我
人 

 

伊
右
衛
門 

 
 

 
 

 

桁
行
五
間 

 
 

 
 

 
 

妻
年
三
十
四 

 
 

 
 

 

梁 

三
間 

 
 

 

同 
 

 
 

う
た 

 
 

 
 

 

瓦
葺
礎 

 
 

 
 

 
 

 

娘
年
十
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
ね 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
年
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

忰
年
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
男
年
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

萬
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〆
六
人 

右
之
者
共
寝
込
居
候
哉
、
家
内
不
残
出
後
レ
打
倒
候
を
、
近

所
ゟ
見
付
破
り
出
候
処
、
小
子
四
人
ハ
無
難
ニ
御
座
候
、
妻

之
儀
ハ
少
々
之
怪
我
ニ
御
座
候
へ
共
、
伊
右
衛
門
義
ハ
余

程
之
痛
所
ニ
御
座
候
ニ
付
、
所
々
之
医
師
江

診
察
為
仕
候
処
、

骨
痛
之
儀
、
余
程
六
ヶ
敷
申
候
、」 

 

（
＊
３
）
現
代
の
「
定
時
法
」
に
対
し
、
江
戸
時
代
は
夏
至
の
昼

間
の
一
刻
を
約
二
時
間
十
分
、
夜
間
を
約
一
時
間
五
十
分
（
冬
至

は
逆
転
）
と
す
る
「
不
定
時
法
」
を
用
い
た
。
ま
た
、
一
日
を
十

二
の
刻
と
し
て
十
二
支
の
文
字
を
当
て
、
一
刻
を
そ
れ
ぞ
れ
上

刻
・
中
刻
・
下
刻
と
三
等
分
し
た
。 

（
＊
４
）
夏
の
夕
方
に
降
る
局
地
的
な
激
し
い
雨
。
雷
を
伴
う
事

が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
次
号
に
続
く
） 
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■
令
和
４
年
度 

報
告 

＊
資
料
整
理 

郷
土
資
料
室
で
収
蔵
す
る
歴
史
資
料
に
つ
い
て
，
次
の
資
料
の

整
理
を
行
い
，
目
録
を
作
成
し
た
（
正
法
寺
文
書
に
つ
い
て
は
，
自

治
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
実
施
）
。
目
録
作
成
済
み
の
も
の
は
，

公
開
用
に
デ
ー
タ
の
調
整
を
行
い
，鈴
鹿
市
文
化
財
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
鈴
鹿
市
文
化
財
ガ
イ
ド
」
で
順
次
公
開
す
る
。
写
真
資
料
に

つ
い
て
は
，
寄
贈
を
受
け
た
資
料
を
中
心
に
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
，
デ
ー

タ
整
理
を
行
っ
た
。
伊
勢
型
紙
に
つ
い
て
は
，
令
和
三
年
度
末
に
高

島
雍
子
様
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
資
料
の
写
真
撮
影
と
目
録
作
成

を
進
め
て
い
る
。 

目
録
作
成 

岡
田
家
資
料 

山
中
家
資
料 

正
法
寺
資

料 

長
谷
川
家
追
加
資
料 

南
長
太
自
治
会
資
料 

鈴

鹿
市
立
図
書
館
移
管
資
料 

庄
野
地
籍
図 

石
薬
師
役

場
文
書 

白
江
野
用
水
関
係
資
料 

市
史
編
纂
関
係
資

料 

松
野
家
追
加
資
料 

古
写
真
整
理 

石
井
様
寄
贈
資
料 

野
口
様
寄
贈
資
料 

神
戸
中
学
校
（
戦
時
中
）
写
真 

神
戸
風
景
写
真 

稲
生

小
学
校
ア
ル
バ
ム 

轟
様
提
供
写
真 

神
崎
様
寄
贈
写

真 

辻
様
提
供
写
真 

 

型
紙
整
理 

高
島
雍
子
様
寄
贈
型
紙 

 

＊
発
行
物 

郷
土
資
料
室
だ
よ
り 

十
三
号
（
四
月
）・
十
四
号
（
六
月
）・

十
五
号
（
十
月
）・
十
六
号
（
二
月
） 

 

＊
出
前
講
座 

 

野
起
自
治
会 

松
阪
公
民
館 

若
松
公
民
館 

白
子
公

民
館 

鼓
ヶ
浦
公
民
館 

若
松
小
学
校 

 

＊
取
材
・
掲
載
対
応 

刊
行
物 

朝
日
小
学
生
新
聞
（
四
月
二
十
一
日
付
）
／
月

刊
な
ご
や
（
七
月
号
）
／
駿
台
文
庫
大
学
入
試
対
策
問
題

集
／
二
〇
二
三
版
幕
末
維
新
大
全
カ
レ
ン
ダ
ー
／
『
日
本

を
つ
く
っ
た
郷
土
の
偉
人
大
事
典
』
／
文
部
科
学
省
教
科

用
図
書
及
び
教
科
用
特
定
図
書
／
清
水
書
院
『
つ
な
ぐ
世

界
史 

第
二
巻 

近
世
』
／
『
無
形
文
化
遺
産
（
伝
統
技
術
）

の
伝
承
に
関
す
る
研
究
会Ⅳ

「
型
紙
と
型
染
」
報
告
書
』

／
『
学
研
ま
ん
が

N
E

W
 

世
界
の
歴
史
』
九
巻
／
北
海

道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ウ
ィ
ー
ク
プ
レ
ス
発
表
資
料
／
「
三
重

県
指
定
名
勝
伊
奈
冨
神
社
庭
園 

七
島
池
を
ひ
も
と
く

―
古
代
庭
園
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

放
送 

皇
學
館
大
學
放
送
部
四
月
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー 

「
伊
勢
型
紙
」
／N

H
K

B
S

プ
レ
ミ
ア
ム
放
送
番
組 

「
美
の
壺
」
／
テ
レ
ビ
朝
日
「
ク
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
バ
ラ 

エ
テ
ィ
ー
Ｑ
さ
ま
！
！
」
／C

T
Y

「
ま
ほ
ろ
ば 

幕
末 

の
肖
像
写
真 

長
谷
川
雪
当
を
写
し
た
の
は
誰
？
」
／ 

C
T

Y
「
ま
ほ
ろ
ば 

金
生
水
の
恵
み
」
／
鈴
鹿
市
文
化 

振
興
事
業
団
放
送
セ
ミ
ナ
ー
「
軍
都
か
ら
近
代
都
市
へ 

～
鈴
鹿
市
を
形
づ
く
っ
た
時
代
～
」 

そ
の
他 

鼓
ヶ
浦
周
辺
古
写
真 

パ
ネ
ル
貸
出 

鼓
ヶ 

浦
懐
か
し
い
写
真
・
資
料
展
／
福
山
城
博
物
館
モ
ニ
タ 

ー
ク
イ
ズ 

 

＊
閲
覧
・
撮
影
対
応 

庄
野
宿
高
札 

個
人
／
下
谷
集
（
松
野
家
文
庫
） 

閲
覧
撮

影 
 

個
人
／ 

 

廣
瀬
野
新
開
一
件
・尾
州
様
御
鷹
場
一
件 

取
調
帳 

他
（
葉
田
家
文
書
） 

閲
覧
撮
影 

個
人 
／
漂
流

船
実
録 

画
像
提
供 

古
文
書
を
読
む
会
／ 

古
代
型
紙 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
日
下
部
鳴
鶴
書
（
襖
） 

閲
覧
撮
影 
個

人
／
六
月
十
五
日
暁
大
地
震
破
損
目
録
（
服
部
家
文
書
）

他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
七
月
七
日
風
雨
破
損
目
録
（
服
部

家
文
書
） 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
伊
藤
家
資
料 

撮
影
閲
覧 

個
人
／
役
用
日
記
他
（
服
部
家
文
書
） 

閲
覧
撮
影 

個
人

／
大
庄
屋
任
命
書
（
服
部
家
文
書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人

／
第
十
六
番
記
録
（
服
部
家
文
書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人

／
平
尾
村
無
足
人
山
田
藤
左
衛
門
自
害
一
件
（
服
部
家
文

書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
第
九
番
記
録
（
服
部
家
文

書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
御
城
内
領
分
絵
図
（
葉
田
家

文
書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
請
込
一
札
（
高
宮
文
書
）

他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
画
工
糸
入
計
算
簿
（
北
村
家
資

料
）
他 

閲
覧
撮
影 

東
京
芸
術
大
学
／
白
子
地
籍
図 

閲

覧 

個
人
／
鈴
鹿
荘
関
係
資
料 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
御
用

万
留
帳
（
葉
田
家
文
書
） 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
書
画
小
船

帳
（
黒
田
家
文
書
） 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
山
辺
御
井
之
碑

（
大
場
氏
収
集
資
料
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
村
々
惣
人

数
高
増
減
目
録
（
服
部
家
文
書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／

懐
古
帳
（
黒
田
家
文
書
）
他 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
九
六
式

空
三
型
改
一
電
信
機 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
電
通
学
園

関
係
資
料 

閲
覧
撮
影 

個
人
／
権
現
町
村
・
寺
家
村

玉
垣
村
水
論
評
定
所
裁
許
絵
図
（
権
現
町
村
寺
家
村
文

書
）
他 

閲
覧 

個
人
／
長
谷
川
雪
当
湿
版
写
真
（
長

谷
川
家
文
書
）
他 

個
人 

 

＊
資
料
収
集 

寄
贈 

内
裏
雛
（
安
政
二
年
）
／ 

河
曲
同
窓
会
通
信
２
点 

／
鯨
船
部
材
／ 

卒
業
証
書
（
鈴
鹿
海
軍
工
廠
工
員
養
成

所
）
／
中
川
武
夫
関
係
古
写
真 

／
神
崎
家
（
白
子
）
関
係

古
写
真 

／
坂
口
平
美
関
係
古
写
真
類
／
松
野
家
文
庫
追

加
資
料
／ 


